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C A M P U S

T O P I C S模
原
市
立
総
合
水
泳
場
で
行
わ
れ
、
本

学
男
子
水
球
部
が
見
事
過
去
最
高
成
績

の
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

通
称
”イ
ン
カ
レ
”と
呼
ば
れ
る
こ

の
大
会
、
新
潟
産
業
大
学
水
球
部
は
中

部
学
生
水
球
選
手
権
で
優
勝
し
、
全
国

の
地
区
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
全
16
大

学
の
1
校
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
戦
で
昨
年
３
位
の
専
修
大
学
を

8
ー
7
で
下
す
と
、
勢
い
に
乗
っ
て

準
々
決
勝
は
16
ー
9
で
明
治
大
学
に
圧

勝
。
準
決
勝
で
は
昨
年
の
準
優
勝
校
で

あ
る
早
稲
田
大
学
を
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ス

ロ
ー
戦
の
末
11
ー
9
で
か
わ
し
て
決
勝

に
進
出
し
ま
し
た
。

　
決
勝
は
大
会
17
連
覇
し
て
い
る
日
本

体
育
大
学
に
3
ー
20
で
敗
れ
ま
し
た

が
、
平
成
５
年
の
初
出
場
以
来
、
毎
回

イ
ン
カ
レ
に
出
場
し
挑
戦
を
続
け
た
本

学
水
球
部
は
、
今
回
つ
い
に
念
願
の
上

位
入
賞
の
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　
指
導
者
に
青
栁
勧
監
督
が
就
任
し
て

６
年
。
日
本
人
初
の
イ
タ
リ
ア 

セ
リ

エ
A
プ
ロ
契
約
選
手
、
欧
州
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ズ
リ
ー
グ
出
場
等
の
豊
富
な
海
外

経
験
と
、
史
上
最
年
少
で
日
本
代
表
に

選
出
さ
れ
長
年
に
わ
た
り
エ
ー
ス
と
し

て
活
躍
し
主
将
も
務
め
た
経
歴
を
も
つ

青
栁
監
督
の
指
導
の
下
、
水
球
部
は
男

子
女
子
と
も
に
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

実
力
を
蓄
え
ま
し
た
。

　

在
学
中
に
女
子
日
本
代
表
に
選
出

さ
れ
た
小
出
未
来
さ
ん（
H
27
卒　
ブ

ル
ボ
ン
K
Z
）は
、
こ
の
夏
イ
タ
リ
ア 

セ
リ
エ
A
チ
ー
ム
の
C
o
s
e
n
z
a

と
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
濱
田
周
君（
経
経
1
）は「
第

28
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会

（
水
球
・
男
子
）」メ
ン
バ
ー
に
チ
ー
ム

最
年
少
で
選
出
さ
れ
、
10
得
点
を
あ
げ

て
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
主
力
選
手
と

し
て
活
躍
し
た
ほ
か
、「
2
0
1
5
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
」に
も
出
場

し
、
今
後
の
日
本
代
表
、
ポ
セ
イ
ド
ン

ジ
ャ
パ
ン
へ
の
招
集
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
方
今
年
の
４
月
、
柏
崎
市
の
小
学

生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
各
年
代
の
水
球

チ
ー
ム
が「
柏
崎
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ロ
ク
ラ

ブ
」に
一
体
化
さ
れ
、
本
学
水
球
部
は
、

男
子
は
こ
の
ク
ラ
ブ
の「
K
Z 

U
22
」

を
、
女
子
は「
K
Z 

W
」を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

社
会
人
チ
ー
ム「
ブ
ル
ボ
ン
K
Z
」

は
、
多
く
の
日
本
代
表
選
手
が
在
籍

し
、
日
本
選
手
権
で
は
常
に
優
勝
を
争

う
チ
ー
ム
で
す
。
こ
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

と
一
緒
に
練
習
で
き
る
環
境
に
魅
力
を

感
じ
て
、
有
望
な
選
手
が
本
学
入
学
を

志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
彼

ら
が
地
元
小
学
校
の
体
育（
水
球
）の

授
業
で
指
導
し
柏
崎
市
の
水
球
文
化
の

裾
野
を
広
げ
、
地
域
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
て「
水
球
の
ま
ち
」を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
存
在
と
し
て
認
知
さ
れ

る
こ
と
で
、
地
域
貢
献
に
も
好
循
環
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
準
優
勝
は
、
部
員
た
ち
の
努

力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
株
式
会
社

ブ
ル
ボ
ン
、
本
学
、
新
潟
県
、
柏
崎
市
、

そ
し
て
市
民
と
い
う
、
産
学
官
民
連
携

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
導
か
れ
た

成
果
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
イ
ン
カ
レ
制
覇
を
目
指
し
て
、
頑
張

れ
、
新
潟
産
業
大
学
水
球
部
！
そ
し
て

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
開
催
国
と
し
て
の
出
場
も
確
実
視
さ

れ
る
水
球
競
技
に
お
い
て
、「
水
球
の

ま
ち
柏
崎
」が
育
ん
だ
選
手
た
ち
が
大

活
躍
す
る
姿
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
7
月
25
日（
土
）午
後
6
時
、「
ぎ
お

ん
柏
崎
ま
つ
り
」二
日
目
の
た
る
仁
和

賀
パ
レ
ー
ド
に
、
北
原
保
雄
学
長
を
先

頭
に
、
水
球
部
員
と
卓
球
部
員
、
留
学

生
を
中
心
と
し
た
学
生
35
人
、
教
職
員

10
人
が「
新
潟
産
業
大
学
み
こ
し
」で

参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
本
学
が
た
る
仁
和
賀
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
た
の
は
平
成
14
年
。
平
成
19

年
の
中
越
沖
地
震
に
よ
る
中
止
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
で
11
回
目

の
参
加
を
数
え
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー

の
ス
リ
ー
ブ
ル
ー
の
祭
り
法
被
と
又
引

き
も
随
分
年
季
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
地
元
に
学
ん
で
地
元
を

お
こ
す
」を
テ
ー
マ
に
、
学
生
主
体
の

み
こ
し
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で

し
た
。
練
習
無
し
の
ブ
ッ
ツ
ケ
本
番
で

し
た
が
、
パ
レ
ー
ド
の
終
盤
で
は
、
経

済
学
部
経
済
経
営
学
科
2
年
生
神
谷
省

吾
君
、
同
学
科
2
年
生
白
川
大
地
君
、

同
学
科
2
年
生
羽
田
麟
太
郎
君
が
み
こ

し
先
導
役
後
継
者
と
し
て
一
本
立
ち
し

ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
の
実
行
委
員
会
本

部
前
と
協
賛
会
本
部
前
の
二
か
所
で

は
、
経
済
学
部
経
済
経
営
学
科
3
年
生

の
宮
澤
僚
太
君
が
、
学
生
代
表
と
し
て

清
々
し
く
口
上
を
述
べ
、
全
員
で
威
勢

良
く
三
本
締
め
を
き
め
ま
し
た
。

　
当
日
、日
中
は
気
温
38
度
、夜
に
な
っ

て
も
な
か
な
か
暑
さ
が
引
か
な
い
猛
暑

日
の
中
、
新
潟
工
科
大
学
み
こ
し
や
踊

り
屋
の
団
体
、
各
町
内
の
山
車
、
沿
道

の
観
客
と
も
手
拍
子
や
エ
ー
ル
を
交
わ

し
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
準
備
や
慰
労
会
の
場
所
を
お
貸
し

く
だ
さ
っ
た
不
動
院
さ
ん（
東
港
町
）

に
感
謝
し
ま
す
。

　

10
月
31

日（
土
）と

11
月
１
日

（
日
）、
本

学
キ
ャ
ン

パ
ス
で
学

園
祭『
第

27
回
紅
葉

祭
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
の
テ
ー
マ
は「
C
O
L
O
R
S
～
産

さ
れ
た
二
日
目
は
、
昼
過
ぎ
か
ら
秋
晴

れ
の
陽
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
柏
崎
総

合
高
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を

得
た
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
盛
大
に

行
わ
れ
、
中
庭
で
は
、
本
学
生
も
参
加

し
て
い
る“
よ
さ
こ
い
”の
２
チ
ー
ム
が

大
勢
の
来
場
者
の
前
で
威
勢
よ
く
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
。
昨
年
同
様
に
カ
ラ

フ
ル
な
衣
装
、
た
な
び
く
大
旗
、
踊
り

手
の
快
活
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

　
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
相
撲
大
会
や
救
急
法

講
習
会
、 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
青
年
海
外
協
力

隊
）活
動
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
午
後
２
時
か
ら
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
の“
お
笑
い
ラ
イ
ブ
”が
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
お
笑
い

芸
人
の『
天
狗
』『
も
う
中
学
生
』（
よ

し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
所
属
）の
登
場
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
ネ
タ
で
会
場
内
を
大
爆
笑
の
渦

に
巻
き
込
み
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
紅
葉
祭
は
、
両
日
合
わ
せ

て
約
１
，
０
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

大
の
色
は
何
色
～
」、
大
学
の「
青
」と

い
う
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
に
と
ら
わ
れ

ず
、
学
生
達
が
様
々
な
出
会
い
を
通
じ

て
個
々
の
色（
個
性
）を
発
信
し
、
そ
の

交
流
が
ま
た
新
た
な
産
大
の
カ
ラ
ー
を

作
り
出
す
こ
と
へ
の
期
待
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　
初
日
、
学
生
行
事
実
行
委
員
長
の
開

会
宣
言
で
紅
葉
祭
が
ス
タ
ー
ト
。
朝
か

ら
と
き
お
り
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は

軽
音
楽
部
が
お
約
束
の
熱
烈
ラ
イ
ブ
、

続
い
て
留
学
生
交
流
会
が
モ
ン
ゴ
ル
や

チ
ベ
ッ
ト
の
歌
謡
披
露
、
そ
し
て
市
内

の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
う
小
中
高
生

約
70
人
に
よ
る
圧
巻
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
至
る
所
で
開
催
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
は
、
芸
術
文
化
部
に
よ
る

刀
剣
や
扇
な
ど
の
舞
踊
、
柏
崎
市
出
身

で
音
楽
家
の
カ
ン
ケ
氏
に
よ
る
文
化
講

演
会（
父
母
の
会
主
催
）な
ど
を
は
じ

め
、
ゼ
ミ
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

学
生
が
育
て
た
お
米
販
売
、
茶
道
部
茶

会
、
Ｐ
Ｃ
イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
＆
ま
ち

か
ど
研
究
室
・
書
道
部
・
写
真
部
の
各

展
示
、
各
部
サ
ー
ク
ル
等
活
動
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
園
祭

で
相
互
交
流
を
行
っ
て
い
る
新
潟
工
科

大
学
学
友
会
に
よ
る
ち
び
っ
子
お
楽
し

み
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
子
供
た
ち
に
大

人
気
で
し
た
。

　
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
併
催

ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
に

産
大
み
こ
し
参
加

“
紅
葉
祭
”を
開
催

し
ま
し
た

　
第
91
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技

大
会〈
水
球
競
技
〉が
、
９
月
４
日
か

ら
９
月
６
日
の
３
日
間
、
神
奈
川
県
相

イ
ン
カ
レ
で
水
球
部
が

準
優
勝
！

北原学長に準優勝を報告する志田主将

小出さんの加入を伝える Cosenza の
Web サイト

濱田君（右）、北原学長、青柳監督
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図 書 館 だ よ り ク ラ ブ・ サ ー ク ル 活 動

郷
土
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す

　
本
学
図
書
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、

柏
崎
を
は
じ
め
、
新
潟
に
関
係
す
る
郷

土
資
料
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
市
史

や
町
史
・
村
史
は
も
と
よ
り
、
郷
土
の

偉
人
・
歴
史
・
地
理
…
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
現
在
も
、
継
続
収
集
中
で
す
。

　
特
に
、「
良
寛
」に
関
す
る
書
籍
に
つ

い
て
は
、
県
内
大
学
図
書
館
の
中
で
も

有
数
の
所
蔵
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
郷
土
資
料
の
中
に
は
、
本
学
卒

業
生
で
郷
土
研
究
を
し
て
お
ら
れ
た
方

や
郷
土
研
究
団
体
か
ら
の
、
寄
贈
図
書

や
寄
贈
雑
誌
も
含
ま
れ
て
お
り
、
地
域

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
代
物
の

古
文
書
な
ど
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
郷
土
資
料
は
、
地
域
の
財
産
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
資
料
収
集
と

保
存
に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
、
地
域
の
こ

と
を
調
査
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
本

学
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
恒
例
の
図
書
館
選
書
ツ
ア
ー

を
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
潟
駅
南
の
大

型
書
店
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
選
書
ツ
ア
ー
と
は
、
学
生
が
書
店
に

行
き
、
図
書
館
に
蔵
書
し
て
欲
し
い
本

を
、
手
に
取
っ
て
直
接
選
書
す
る
企
画

で
す
。

　
こ
の
催
し
は
、
全
国
の
大
学
図
書
館

で
行
わ
れ
て
い
る
メ
ジ
ャ
ー
な
イ
ベ
ン

ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　
目
移
り
す
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
る
書

籍
の
中
か
ら
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
カ

ラ
ー
が
発
揮
さ
れ
た
本
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
若
者
目
線

で
選
定
さ
れ
た

図
書
は
大
変
好

評
で
、
配
架
さ

れ
る
と
多
く
が

繰
り
返
し
貸
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
も
、
選
書
の

勉
強
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

昼
食
は
、
本

学
の
卒
業
生
が

オ
ー
ナ
ー
を
務

め
る
レ
ス
ト
ラ

ン
で
ラ
ン
チ
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
訪
問

し
た
日
本
銀
行
新
潟
支
店
で
は
、
見
学

や
新
潟
県
の
経
済
に
関
す
る
講
話
の
聴

講
な
ど
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
経
済
学

を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
は
、
大
変
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
先
輩
の
仕
事
や
、

銀
行
の
仕
事
を
知
る
こ
と
で
、
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
を
意
識
す
る
良
い
機
会
に
も

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
来
年
度
も
、
選
書
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
企
画
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

O
P
A
C
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
O
P
A
C
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
た
、
大
学
図
書
館
の
蔵
書
検
索

シ
ス
テ
ム
で
す
。
大
学
の
W
e
b
サ

イ
ト
→
図
書
館
の
ペ
ー
ジ（
右
図
を
参

照
）か
ら
、
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
の
で
、
ス
マ
ホ
や
P
C
か
ら
、
お
試

し
下
さ
い
。

　
お
探
し
の
本
や
、
お
好
み
の
本
が
、

見
つ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。☎ 0257-24-8435

E-mail
library@ada.nsu.ac.jp

新潟産業大学
附属図書館

日銀にて：1億円のお札（レプリカ）持ち体験
重い？軽い？

OPAC画面

レストラン「イジカリ」にて
オーナー（中央）と

郷土資料コーナー

良寛関係書籍コーナー
Ｌ
Ｓ
Ｃ
髙
橋
選
手
、

プ
ー
ル
イ
ン
カ
レ
で
優
勝

　
11 

月
14
日（
土
）か
ら
15
日（
日
）の

二
日
間
、
千
葉
県
国
際
総
合
水
泳
場

（
習
志
野
市
）で
行
わ
れ
た「
第
7
回
全

日
本
学
生
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
・
プ
ー

ル
競
技
選
手
権
大
会
」に
お
い
て
37
団

体
7
5
0
人
が
出
場
す
る
な
か
、
髙

橋
志
穂
さ
ん（
経
経
2
）が
種
目【
女

子
2
0
0
m
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
】で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
春
先
の
大
会
で
は
好
調
な
成
績
を
維

持
し
、
7
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会

で
ユ
ー
ス
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
選
ば
れ

活
躍
し
た
髙
橋
さ
ん
で
し
た
が
、
秋
の

イ
ン
カ
レ
、
全
日
本
選
手
権
で
は
思
う

よ
う
な
結
果
が
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
今
年
度
の
個
人
成
績
に
は
満
足
し
て

い
な
い
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　　

　
し
か
し
、
そ
こ
で
見
つ
け
た
課
題
を

克
服
し
、早
朝
練
習
、ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
ん
だ
こ
と
が
今
回
の
結
果

に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

一
緒
に
活
動
し
て
い
る
部
員
た
ち

も
、
着
実
に
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
個
人
と
し
て
は

rescue2016

の
日
本
代
表
に
入
る
こ

と
と
、
イ
ン
カ
レ
・
全
日
本
で
優
勝
す

る
こ
と
、
部
と
し
て
は
、
部
員
を
増
や

し
て
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
、
と
話
す
髙
橋

さ
ん
。
来
シ
ー
ズ
ン
に
一
層
の
飛
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

【
卓
球
部
】

男
子
団
体
イ
ン
カ
レ
出
場　

個
人
種
目
も
活
躍

　
春
季
北
信
越
大
会（
5
月
16
日（
土
）

及
び
17
日（
日
）、
新
潟
市
西
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）に
お
い
て
、
卓
球

部
男
子
が
団
体
種
目
で
15
年
ぶ
り
10
回

目
と
な
る
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
北
信
越
代
表
と
し
て
7
月
に
出
場
し

た
第
85
回
全
日
本
大
学
総
合
選
手
権
大

会（
団
体
の
部
）で
は
、
予
選
リ
ー
グ

は
法
政
大
学
・
龍
谷
大
学
と
対
戦
、
2

位
通
過
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む

結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　
夏
季
北
信
越
大
会
で
は
、

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
宮
澤
僚
太（
経
経
3
） 
優
勝

　
齋
藤
駿
介（
経
経
1
）準
優
勝

　
高
橋
将
知（
経
経
3
） 

ベ
ス
ト
12

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
宮
澤
・
高
橋
組　
優
勝

　

齋
藤
・
松
島
卓
宏（
経
経
4
）組　

ベ
ス
ト
6

　
以
上
の
結
果
に
よ
り
、
4
名
が
第
82

回
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
大
会

（
個
人
の
部
）に
出
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
新
潟
県
硬
式
卓

球
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
齋
藤
君
が

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
見
事
優
勝
し
、
平

成
28
年
1
月
に
開
催
さ
れ
る
天
皇
杯
・

皇
后
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
に
、

準
優
勝
の
宮
澤
君
と
と
も
に
出
場
し
ま

す
。

　
秋
季
北
信
越
大
会
で
は
、
男
子
ダ
ブ

ル
ス
で
宮
澤
・
高
橋
組
が
夏
季
大
会
に

続
い
て
優
勝
し
ま
し
た
。

【
空
手
道
部
】　

久
我
選
手
が
北
信
越
3
連
覇

達
成
！ 

1
年
生
が
躍
動
！

　
春
に
行
わ
れ
た
第
41
回
北
信
越
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会（
個
人
）に
お
い

て
、
久
我
優
希
さ
ん（
文
経
3
）の
大

会
3
連
覇
を
筆
頭
に
、
1
年
生
部
員
が

健
闘
し
て
イ
ン
カ
レ
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

男
子
組
手 

3
位　
錦
織
奨（
文
経
1
）

男
子
組
手 

ベ
ス
ト
8　
永
井
怜
惟（
経
経
1
）

女
子
組
手 

優
勝　
久
我
優
希

女
子 

形 

2
位　
久
我
優
希

女
子
組
手 

3
位　
岡
本
桜（
文
経
1
）

　

秋
の
第
60
回
北
信
越
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会（
団
体
組
手
競
技
）で
も
、

男
子
は
優
勝
、
女
子
も
３
位
の
優
秀
な

成
績
を
修
め
、
第
59
回
全
日
本
大
学
空

手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
23
回
北
信
越

学
生
空
手
道
連
盟　
新
人
戦（
個
人
組

手
）に
は
、
本
学
か
ら
男
子
4
名
、
女

子
1
名
が
出
場
し
、
男
女
と
も
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

【
男
子
結
果
】

優
勝
：
永
井
怜
惟

3
位
：
安
達
拓
光（
経
経
1
）

ベ
ス
ト
8
：
錦
織
奨

【
女
子
結
果
】

優
勝
：
岡
本
桜

　
ま
た
、
永
井
君
と
岡
本
さ
ん
は
新
潟

県
代
表
と
し
て
第
43
回
全
日
本
空
手
道

選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

髙橋さん（中央）とライフセービング部

春季北信越大会、団体優勝が決まった歓喜の瞬間、
古豪復活

平成27年度　学生選定書籍（一部）
・図解トヨタの片づけ
・伝え方が9割　
・公務員試験で受験生が気になること
・秘書検定準1級に面白いほど受かる本
・世界で一番美しい元素図鑑
・まんがでわかるピケティ「21世紀の資本」
・デジタルカメラによる星空の撮り方
・星の王子さま
・教師力トレーニング
・反転授業
・CSV経営による市場創造
・教師のすごい！仕事術
・もういちど生まれる
・ジャイロスコープ
・シンプルに考える
・青春ロボット
・感情的にならない話し方のコツ

今
年
も
選
書
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た

ここをクリック！

学外の方も図書館をご利用いただ
けます。
詳細は、お気軽に下記までお問い
合わせください。
ツイッター・ホームページでも、
図書館情報をお知らせしています。

やっています
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キ ャ リ ア サ ポ ー ト

4
年
生
の
就
職
体
験
談

　
平
成
27
年
度
の
就
職
戦
線
は
、
就
職
活
動
解
禁
の
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
大
幅
変
更
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
企
業
、
学
生
共
に
手
探
り
状

態
の
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
混
乱
の
一
年
で
し
た
。
今
回
は
混
乱
の
一
年
を
乗
り
切
り
、
内
定
を
獲
得
し
た
4
年
生
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
ど
の
よ

う
な
就
職
状
況
で
あ
っ
た
の
か
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。	

（
聞
き
手
：
長
井
就
職
課
長
）

が
、
企
業
訪
問
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
原
動
力
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

渋
谷
君
：
私
は
、
3
月
解
禁
を
純
粋
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。
3
月
に
新
潟
で
開

催
さ
れ
た
合
説
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
た
だ
、
動
機
は
弱
か
っ
た
ん
で
す

が
、
私
な
り
に「
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
な

く
て
は
」と
思
え
た
の
は
、
2
月
初
旬

に
学
内
で
開
催
さ
れ
た「
企
業
研
究
セ

ミ
ナ
ー
」で
し
た
。
解
禁
前
に
企
業
の

担
当
者
と
お
話
し
で
き
た
こ
と
は
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

守
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
渋
谷
君
に
聞
き

ま
す
が
、
広
報
解
禁
か
ら
選
考
ま
で
の

流
れ
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
か
。

渋
谷
君
：
3
月
に
広
報
解
禁
で
、
一
ヶ

月
も
経
た
ず
に
企
業
単
独
の
セ
ミ
ナ
ー

や
選
考
が
次
々
に
開
か
れ
、
慌
た
だ
し

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
企
業
の
絞

り
込
み
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
選
考
を
受
け
な
が
ら
志
望
を
固
め

て
い
く
よ
う
な
感
じ
で
す
。
正
直
、
早

め
に
企
業
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
ら

企
業
に
も
っ
と
意
欲
を
伝
え
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
後
悔

し
て
い
ま
す
。

―
選
考
解
禁
は
8
月
の
は
ず
だ
か
ら
、

渋
谷
君
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
っ
た
け

ど
企
業
は
守
っ
て
い
な
か
っ
た
っ
て
こ

と
だ
ね
。
他
の
皆
さ
ん
に
も
聞
き
ま
す

が
、
一
番
早
い
選
考
時
期
と
最
初
の
内

定
は
い
つ
頃
で
し
た
か
。

渋
谷
さ
ん
：
一
番
選
考
が
早
か
っ
た
の

は
3
月
中
旬
く
ら
い
で
、
内
定
は
4
月

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
け
た
企
業
全

体
で
平
均
す
る
と
選
考
は
4
月
か
ら
5

月
位
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

種
岡
さ
ん
：
一
番
早
い
選
考
は
4
月
。

内
定
は
5
月
の
下
旬
で
す
。

川
上
さ
ん
：
私
も
種
岡
君
と
同
じ
く
ら

い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

源
通
さ
ん
：
早
い
選
考
は
3
月
に
は
始

ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
内
定
は
5

月
く
ら
い
で
す
。
私
が
受
け
た
企
業
全

体
で
平
均
す
る
と
企
業
説
明
会
か
ら
最

終
選
考
ま
で
概
ね
一
ヶ
月
程
度
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

―
実
際
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
っ
て
い

る
企
業
さ
ん
は
あ
り
ま
し
た
か
。

種
岡
君
：
面
接
が
8
月
1
日
か
ら
で
す

よ
ね
。
私
は
金
融
機
関
も
就
職
活
動
し

て
い
た
の
で
す
が
、
地
方
銀
行
で
一
社

だ
け
守
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

源
通
さ
ん
：
私
も
一
社
だ
け
あ
り
ま
し

た
。
地
元
富
山
の
自
動
車
販
売
会
社
は

守
っ
て
い
ま
し
た
。

―
皆
さ
ん
の
話
を
集
約
す
る
と
ほ
と
ん

ど
の
企
業
が
今
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
遵
守
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
ね
。
こ
れ
ま
で
も
、
古
く

は「
就
職
協
定
」か
ら
始
ま
り「
倫
理
憲

章
」と
名
前
を
変
え
、
企
業
は
採
用
活

動
の
歩
調
を
合
わ
せ
る
努
力
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
全
て
の
企
業
が
同

意
し
た
も
の
で
は
な
く
、
罰
則
も
伴
わ

な
い
た
め
、
形
骸
化
し
て
い
る
の
も
事

実
で
す
。
今
年
の
後
ろ
倒
し
も
、
異
例

の
一
年
限
り
で
の
変
更
が
確
定
し
て
い

ま
す
。
来
年
、
新
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
手
探
り
で
臨
む
こ
と
の
な
る
後
輩

に
、
経
験
者
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
。

渋
谷
君
：
失
敗
を
恐
れ
ず
、
積
極
的
に

行
動
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
か
ね
。
私

は
皆
さ
ん
に
比
べ
る
と
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
就
活
開
始

当
初
は
面
接
で
失
敗
す
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
失
敗
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
大
き
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

良
い
意
味
で
開
き
直
れ
た
と
い
う
か
、

肩
の
力
が
抜
け
て
自
分
ら
し
さ
を
出
せ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

種
岡
さ
ん
：
私
は
渋
谷
君
と
は
正
反
対

で
、
し
っ
か
り
計
画
を
立
て
て
行
動
す

る
タ
イ
プ
で
す
の
で
、
3
年
次
で
取
っ

て
お
く
べ
き
単
位
は
取
っ
て
お
い
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
以
外
の
単
位
は
す
べ
て
3
年
次
ま
で

に
修
得
し
ま
し
た
。
も
し
、
4
年
次
で

単
位
を
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
状
態

だ
っ
た
と
し
た
ら
、「
時
間
が
足
り
な

い
」っ
て
感
じ
で
集
中
力
も
欠
い
た
で

し
ょ
う
し
、
結
果
も
出
せ
て
い
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

源
通
さ
ん
：
私
は
、
部
活
動
の
経
験
や

普
段
の
生
活
態
度
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

が
け
を
大
事
に
し
て
き
た
こ
と
が
、
面

接
で
活
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。ま
た
、

検
定
試
験
の
取
得
も
お
勧
め
し
ま
す
。

簿
記
や
パ
ソ
コ
ン
関
係
は
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
資
格
を
持
っ
て
い
れ
ば
内
定

す
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
履
歴
書

に
も
書
け
る
し
、
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
り

ま
す
ね
。

川
上
さ
ん
：
私
の
就
職
活
動
が
た
ま
た

ま
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
だ
け
で

比
較
し
て
も
仕
方
な
い
と
い
う
か
…
気

に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
タ
ー
ト
も
特

別
早
く
な
か
っ
た
で
す
し
…
。
一
つ
言

え
る
こ
と
は
、
私
生
活
で
も
学
校
生
活

で
も
何
か
気
に
な
っ
た
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
面
接

で
何
を
聞
か
れ
て
も
、
自
分
の
経
験
が

引
き
出
し
に
な
っ
て
、
楽
し
く
会
話
が

で
き
ま
し
た
。

―
正
直
、
目
先
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
的
な
討

論
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
良
い
意
味
で
期
待
を
裏
切
ら
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
要
約
す
る

と
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
程
度
の
こ

と
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
は「
学
生
生
活
に
積
極
的
に
取
り
組

み
な
さ
い
」と
い
う
事
だ
と
お
も
う
の

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
就
職
課
が
入
学

式
後
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
最
初
に
伝
え
る

基
本
で
す
。
今
回
の
座
談
会
の
主
旨
か

ら
は
外
れ
て
い
ま
す
が
、
就
活
の
本
質

を
再
認
識
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
在
学
生
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。4
年
生
の
皆
さ
ん
、

本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

源
通
さ
ん
：
私
は
地
元
の
富
山
で
の
就

職
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
1
月

位
に
は
動
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
、
リ
ク
ナ
ビ
や
富
山
県
内
企
業
の
情

報
が
豊
富
な
ア
イ
バ
ッ
ク
等
の
就
職
情

報
サ
イ
ト
、
親
や
親
戚
総
動
員
で
情
報

収
集
を
始
め
ま
し
た
。

種
岡
君
：
私
は
、
12
月
に
大
学
で
行
わ

れ
た「
就
職
活
動
集
中
対
策
講
座
」か

ら
本
格
的
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
私
は
結
構
、
人
見
知
り
し
や
す
い

タ
イ
プ
で
、
模
擬
面
接
指
導
を
中
心
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
は
正
直
怖

か
っ
た
ん
で
す
。
い
ざ
出
て
み
る
と
、

す
ご
く
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
で
き
な
さ
加
減
が
人
と
話
す
こ

と
に
よ
っ
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と

―
ま
ず
、
皆
さ
ん
の
学
年
か
ら
就
職
活

動（
以
下
就
活
）の
ス
タ
ー
ト
が
後
ろ

倒
し
に
な
る
事
を
知
っ
た
と
き
、
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
ち
ま
し
た
か
。

渋
谷
君
：
ス
タ
ー
ト
が
三
ヶ
月
遅
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
就
活
期
間
が
短
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
就
職
で
き

る
か
す
ご
く
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

種
岡
君
：
私
は
後
ろ
倒
し
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
今
ま
で
の
先
輩
方
の
デ
ー

タ
が
ま
っ
た
く
通
用
し
な
い
の
か
な
っ

て
…
。
先
行
き
の
見
え
な
い
不
安
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

源
通
さ
ん
：
私
は
部
活
動
が
忙
し
く
、

就
職
活
動
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
い
な

い
時
期
で
し
た
の
で
、
あ
ま
り
気
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
暑
い
季
節
の
就
活

が
大
変
そ
う
だ
な
と
。

川
上
さ
ん
：
私
は
三
ヶ
月
後
ろ
倒
し
に

な
っ
た
こ
と
で
、
最
後
の
学
園
祭
に
全

力
で
打
ち
込
め
る
余
裕
が
で
き
た
こ
と

に
安
堵
感
を
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
心

に
余
裕
を
持
ち
す
ぎ
て
し
ま
い
、
就
活

は
出
遅
れ
気
味
で
し
た
。

―
確
か
に「
余
裕
」と
捉
え
る
学
生
は
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
就
職
課
で

は
、
後
ろ
倒
し
に
つ
い
て
強
い
危
機
感

を
持
っ
て
い
た
た
め
、
早
期
の
就
職
指

導
を
心
掛
け
て
い
ま
し
た
が
、
意
に
反

し
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
率
は
軒
並
み

低
下
し
て
い
ま
し
た
。
因
み
に
、
こ
の

傾
向
は
他
の
大
学
で
も
見
ら
れ
た
よ
う

で
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
就
活
長
期
化

の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
実
際
に
皆
さ
ん
が
就
活
を

始
め
た
時
期
は
い
つ
頃
で
す
か
。ま
た
、

ど
ん
な
事
か
ら
始
め
ま
し
た
か
。

川
上
さ
ん
：
12
月
位
で
す
か
ね
。
紅
葉

祭
が
11
月
に
終
わ
っ
て
、
引
き
継
ぎ
を

し
て
…
、
12
月
位
に
よ
う
や
く
登
録
し

た
就
活
サ
イ
ト
を
見
た
り
、
小
千
谷
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ
て
、
ど
ん
な
求

人
が
公
開
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ

た
り
、
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
逆

に
ス
タ
ー
ト
は
ス
パ
ッ
と
切
れ
な
か
っ

た
感
じ
で
す
。
そ
ん
な
中
、
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
が
、
2
月
初

め
に
学
内
で
開
か
れ
た「
企
業
研
究
セ

ミ
ナ
ー
」で
す
。
企
業
担
当
者
か
ら
直

接
業
界
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と
で
、
私

自
身
の
企
業
選
択
の
幅
が
非
常
に
広
が

川上 千尋さん
小千谷高校出身

渋谷 翔太さん
栃尾高校出身

源通 真優さん
高岡龍谷高校出身

種岡 健太さん
柏崎常盤高校出身

▲就職活動集中対策講座の様子

▲企業研究セミナーの様子

4 年生の皆さん、
ありがとうございました。
今後一層のご活躍を
期待申し上げます。就職課一同
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B a c k  t o  S c h o o l
（ 生 涯 学 習 セ ン タ ー）

聴
講
講
座

　
新
潟
産
業
大
学
で
は
、
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
市
民
の
方
が
学
生
た
ち

と
一
緒
に
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る「
聴
講
制
度
」を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
年
齢
や
学
歴
に
関
係
な
く
受
講
で

き
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
、
59
の
講
座

に
延
べ
1
2
5
名
の
市
民
の
方
々
か
ら

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
地
域
連
携
及
び
地
域
貢
献
活

動
の
企
画
立
案

２
．
地
域
連
携
の
窓
口

３
．
聴
講
講
座
、
公
開
講
座
、
公

開
講
演
会
等
の
企
画

４
．
本
学
の
教
員
・
学
生
・
職
員
に

よ
る
地
域
貢
献
活
動
の
支
援

５
．
地
域
連
携
及
び
地
域
貢
献
に

関
す
る
調
査
・
研
究　

友
の
会
意
見
交
換
会

　

11
月
1
日（
日
）の
学
園

祭
に
合
わ
せ
、
本
学
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー「
友
の
会
」会

員
と
、
学
長
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
長
、
聴
講
講
座
担
当

教
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
員
か
ら

は「
一
般
の
学
生
に
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
し
、
社
会
人

の
方
に
も
大
勢
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
。」「
講
義
の
中
で

先
生
と
学
生
の
や
り
と
り
の

で
き
る
双
方
向
の
授
業
を

や
っ
て
ほ
し
い
。」「
公
立
大

学
法
人
化
の
要
望
の
話
を
聞

け
て
良
か
っ
た
。」な
ど
多

く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

か
し
わ
ざ
き
市
民
大
学

　
柏
崎
市
が
主
催
す
る「
か
し
わ
ざ
き

市
民
大
学
」で
は
、
毎
年
本
学
教
員
も

講
師
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
後

期
講
座
で
は
、
本
学
2
年
生
の
山
岸
春

香
さ
ん（
文
化
経
済
学
科
）、
穴
澤
伶

奈
さ
ん（
経
済
経
営
学
科
）の
2
人
が
、

講
師
を
務
め
ま
し
た
。
連
続
講
座「
か

し
わ
ざ
き
を
知
る
～
柏
崎
の
過
去
、
現

在
、
未
来
～
」の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に

抜
擢
さ
れ
た
2
人
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

を
前
に
大
熱
演
！ 

「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

柏
崎
」と
題
し
て
、
明
治
～
昭
和
の
柏

崎
の
風
景
と
現
在
の
様
子
と
を
ス
ラ
イ

ド
で
比
較
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

柏
崎
出
身
で
な
い
2
人
は
地
名
や
人
名

を
読
み
間
違
え
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
は
柏
崎
ベ
テ
ラ
ン
の
受
講
者

の
皆
さ
ん
が
や
さ
し
く
フ
ォ
ロ
ー
。「
講

師
」の
側
が
逆
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

教
わ
り
、
対
話
形
式
の
和
や
か
な
講
座

と
な
り
ま
し
た
。

平成27年度　新潟産業大学　聴講講座　受講者数一覧

金ゼミナールが産学官コラボの商品を
開発販売
　金光林教授が指導するゼミナールが2014（平成26）年の十日町
ビジネスコンテストで提案し、本選で3位に入選したビジネスプラ
ンが今年の5月に商品化されました。柏崎市と十日町市、そして両
市の企業や団体の協力支援を得て実現した、地域を超えた産学官
コラボ商品です。
　商品は、雑穀と木の実を練りこみ縄文時代の土器を象ったクッ
キーと十日町産のハーブティーを組み合わせたクッキーセットで
す。この商品には2020年に開催予定の東京オリンピック・パラリ
ンピックで、十日町市出土の火焔型土器が聖火台のデザインモチー
フに採用されることへの願いが込められており、金ゼミは、商品
のコンセプトやストーリー、ネーミングやイメージキャラクター
のデザインを考案しています。
　十日町市を中心に一般に発売さ
れたこのクッキーは、好調な売れ
行きを見せています。また11月1
日に開催された十日町市市政施行
10周年記念式典においては、記念
品として参加者に配られました。

まちかど研究室が、柏崎を活性化
する様々な試み

　本学と新潟工科大学の
学生が連携して取り組ん
でいる「まちかど研究室」

（権田専任講師担当）は、
今年度で4年目を迎えまし
た。当初「空き店舗を利用
した商店街の活性化」とい
うテーマから始まった「ま
ち研」ですが、２大学の専
門性や学生ならではのア

イデアと行動力を生かし、現在では柏崎市全体を元気
にする大きな原動力の一つになっています。

【子どもたちと一緒にまちづくり】
　小学生と柏崎のまちづくりを考えるワークショップ
を開催したり、柏崎市の中心商店街を舞台にした「ス
タンプラリー＆オリエンテーリング」を企画し、子ど
もたちの愛郷心を育む取組を行いました。

【大学生の視点からまちづくり】
　大学のゼミや授業単位でプロジェクトを実行し、地
域通貨の普及研究や高校生のための勉強スペースの運
営、地域経済に関する調査、清掃活動、廃食用油を使っ
た再生可能エネルギーの研究等、各大学の専門性を生か
した研究を行いました。また、地域が若者からの提言
を期待するワークショップ等に積極的に参加しました。

【市民が参加するまちづくり】
　これまでに4回の「かしわざき最高プロジェクト」の企
画運営を成功させ、各回とも柏崎の魅力を伝える素晴ら
しい作品が集まりました。今年実施した第4回は「柏崎
の祭り」をテーマにした写真コンテストを行いました。
　また、定期的に高校生や市民向けのミニ公開講座、
セミナーを開催しました。今年度は、Illustrator講座、
中国語サロン、建築
模型の制作体験講座、
3Dプリンタ体験講座
等を実施しました。

中国語講座を各地で開催
　新潟県立魚沼テクノスクールにおいて、魚沼市や南魚沼市、十日
町市など県内外7市町村を圏域とする雪国観光圏の観光業者を対象
に、「中国語を用いた雪国観光圏おもてなし講座」が開催されました。
　雪見物等のために冬場に増加する中国や台湾からの旅行客に対
応するため、本学の詹秀娟教授が講師として招かれ、「おもてなし」
スキル向上を図りました。
　参加者は、接客マナー、ホスピタリティ等を学び、そのなかで
も簡単な中国語を用いたコミュニケーションの実習が、実用的に
使えると好評でした。

　また、詹教授はまちかど研究室に
おいても２回のミニ公開講座「気軽
に中国語に触れる」、「中国語でテレ
サ・テンを歌いましょう」を担当し、
地域の国際交流に貢献しています。

平成 27 年度における新潟産業大学の地域連携事例をお知らせします。

　

こ
れ
に
と
も
な
い
、
新
潟
産
業
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、
今
後

は
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
が
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

地域連携
センター

　
新
潟
産
業
大
学
は
、
本
学
の
教
育
・
研

究
成
果
を
地
域
社
会
に
還
元
し
、
本
学

が
地
域
と
と
も
に
発
展
し
て
行
く
た
め

に
地
域
の
諸
組
織
・
団
体
等
と
連
携
し
、

地
域
活
性
化
を
計
画
的
か
つ
組
織
的
に

推
進
す
る
た
め
の
基
点
と
し
て
、
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
従
来
以
上
に
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、

地
域
に
貢
献
す
る
大
学
と
し
て
機
能
す

る
た
め
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
に
は
以

下
の
役
割
を
持
た
せ
ま
す
。
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青海波 （せいがいは）
雅楽の舞人の装束に用いられた波形文様で、同心円状の波を前後左右交互に重ねた幾何学的な文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

　この地方の今の時期にしては珍しく、12月半ばとなっても雪が降り積もる気配がありません。
　雪を待ち遠しく思っている人もあり、少雪を喜びながらも反動がこれから来るのではと懐疑的に状況を捉えている人もあり、様々な気持ちがあると思いますが、
挨拶やコミュニケーションのきっかけとして、「今年は雪が降りませんね。」というフレーズが役に立った人が、この冬はたくさんいらっしゃったと想像できます。

　さて本学が「高等教育機関コンソーシアムにいがた」産学連携部会の平成27年度幹事校を務めることになり、どんな事業を起こそうかと思案していた時、
同じく幹事校の他校担当者の方から、関西ネットワークシステム（ＫＮＳ）から講師をお招きするプランの提案がありました。
　産学連携というと、理工系大学の研究室と企業の開発部門との連携、という断片的なイメージしか持ち合わせていなかった私でしたが、最近は「官」や「民」
や「地域」を巻き込んだ大きな連携関係に注目が集まっていることを知りました。
　ＫＮＳのお二人の講演はとても興味深く、しかも関西の方らしいウィットに富んだ話術に最後まで魅了されました。あえて普段着姿で新潟を訪れ講演に臨ま
れたお二人の姿勢は、名前や肩書を脱ぎ捨ててコミュニケートしたい、という意識の表れであったと思います。

　産学官民連携はコミュニケーションから始まる!!　
　もしかしたら、いつもは口に出さない、朝の何気ない挨拶から、とてつもなく大きな歯車が回ってしまうこともあるかもしれませんね。

新潟産業大学　メディア・広報・企画課

　今回の日本学生選手権では、目標にしていたベスト4入りを果たし、
準優勝という結果を出せて、とても嬉しい気持ちでいっぱいです。今
までの辛い練習も皆で乗り越え、チームの皆で掴み取った準優勝だと
思います。
　そして、このような結果を残す事ができたのは、大学、水球関係者、
そして地域の皆様方の応援があったからだと思います。ありがとうご
ざいました。
　惜しくも決勝戦では敗れてしまいましたが、来年こそは優勝してく
れる事を期待しています。これからも、新潟産業大学水球部が活躍で
きますよう、皆様ご声援よろしくお願いします。

（水球部キャプテン　志田康平（経済経営学科4年））

表紙の写真

「水球部　インカレ準優勝！」
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編 集 後 記

学事日程（平成28年1月～6月）

平成28年度入試日程概要（各学科共通）

入試区分 AO 
（第3期） 

AO
（第4期）

自己推薦 
（後期）

一般前期日程
 （2科目選択）

センター試験利用 
（第１期）

出願期間 （エントリー期間） 
H28.1/4（月）∼ 3/4（金）

（エントリー期間）
H28.3/7（月）∼ H28.3/18（金） H28.1/4（月）∼1/25（月）  H28.1/4（月）∼1/29（金）  

試験日 （最終面接）
個別に通知

（最終面接）
個別に通知 H28.1/30（土）

合格発表 個別に通知 個別に通知 H28.2/5（金）

試験会場 最終面接は柏崎 柏崎 柏崎・新潟

入試区分 一般後期日程
  （2科目選択） 

センター試験利用 
（第２期）

センター試験利用 
（第３期）

出願期間 H28.2/22（月）∼3/9（水） H28.2/1（月）∼2/19（金）   H28.3/1（火）∼3/11（金）  

試験日 H28.3/15（火）

合格発表 H28.3/18（金） H28.2/26（金） H28.3/18（金） 

試験会場 柏崎・新潟

平成27年度 平成28年度（予定）
月 日 行事等 月 日 行事等

1月 6日(水) 授業開始 4月 2日(土) 入学式
2月 4日(木)

∼5日(金) 試験予備日 4日(月)
∼5日(火) ガイダンス・健康診断

10日(水)・
12日（金） 追試験 6日(水) 春学期授業開始

25日(木) 卒業者発表・成績表配付 6日(水)
∼15日(金) 履修登録期間

28日(日) 日商簿記検定 8日(金)
∼ 9日(土) 新入生学外合宿研修

29日(月) 再試験 13日(水)PM 履修届カード受付開始
3月 3日(木) 再試験による卒業者発表 5月 2日(月) 7/9　振替休業日

12日(土) 卒業式 6月 2日(木) 創立記念日　通常授業日

27日(日) 中国語検定 １１日(土) 個別面談・父母の会総会
(予定)

新潟産業大学基金　ご支援のお願い

担当窓口　新潟産業大学 総務課
Tel. 0257-24-6655　Mail : soumu@ada.nsu.ac.jp

　新潟産業大学では、教育研究活動全般の充実･発展を図るため、広くご
寄付をお願いしております。いただきましたご寄付は、｢地域社会や企業
を主体的に支える人材の育成｣ という本学の教育理念の達成のために活
用させていただきます。
　何卒、皆様の格別のご支援をお願い申し上げます。

入試の詳細・大学院経済学研究科の入試については、2016入学試験要
項でご確認ください。


